












要約

 対象は、1988-1991 年の 4 年間の人口動態出生票の磁気テープより得られた多胎出産の

資料である。人口動態統計より得られる同じ年度出産の単胎と比較した。多胎をまとめて

みた場合、妊娠期間が 40 週以上のものは単胎の 40.62%に較べ、多胎ではわずかに 7.61%

である。妊娠期間が 35 週以下のものは、単胎の 2.05%に較べ、多胎では 22.65%と極めて

多い。妊娠期間が 37 週未満のものは多胎では 35.64%であり、単胎の 4.04%と較べて極め

て高い。多胎の中では、胎児数が増加するに従い、上記の傾向は益々顕著になる。累積度

数でみてみると、50%を越す場合の妊娠期間は双子で 37 週以下、3つ子で 34 週以下、4つ

子で 30 週以下、5 つ子で 28 週以下であり、いずれも妊娠期間は短い。上記の週数は産前

休暇を決める際のひとつの標識となろう。


